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電流・磁界 名前

問1 同じ量の水が入った容器に、それぞれ「10W」「20W」「30W」の電熱線を入れて、同じ時間だけ電流を流す実験を行いました。このとき、水
の温度上昇が最も大きくなるのはどの電熱線を用いたときか、正しい理由とともに選びなさい。 （2019年 東京都公立入試 類似）

1. 10Wの電熱線。消費電力が小さい
ほど、熱が集中して効率が良くなる
から。

2. 30Wの電熱線。消費電力が大きい
ほど、電熱線の抵抗が大きくなり熱
が出やすいから。

3. どの電熱線も同じ。加熱した時間
が同じであれば、発生する熱量は変
わらないから。

4. 30Wの電熱線。消費電力が大きい
ほど、一定時間あたりの発熱量が大
きくなるから。

問2 「100V-40W」の電球Aと「100V-100W」の電球Bを直列につなぎ、100Vの電源電圧を加える実験を行いました。このとき、電球Aの方が電球
Bよりも明るくなった理由を、物理的な原理に基づいて説明したものとして最も適切なものはどれか選びなさい。 （2026年 滋賀県公立入試 類似）

1. 直列回路においては、回路全体の
合成抵抗が小さくなるように電流が
調整され、ワット数の小さい電球に
優先的に大きな電流が流れる仕組み
になっているため。

2. 同じ電圧で使用する設計の場合、
ワット数の小さい電球Aの方が抵抗が
大きく、直列回路では抵抗の大きい
方に大きな電圧が加わって消費電力
が大きくなるため。

3. 100Wの電球Bは、電球Aに比べて
フィラメントが細く抵抗が大きいた
め、直列回路では電流が流れにくく
なり、結果として電球Aの方が明るく
なるため。

4. 直列回路では、電流の通り道が一
つであるため、電源のプラス極に近
い方に配置された電球Aが先に電気エ
ネルギーを消費して明るくなるため
。

問3 電熱線に一定の電流を流して水を温める実験において、電流を流した時間と、水の上昇温度との間にはどのような関係がありますか。最も適切
なものを選択してください。 （2017年 千葉県公立入試 類似）

1. 上昇温度は電流を流した時間の2
乗に比例する

2. 上昇温度は電流を流した時間に反
比例する

3. 上昇温度は電流を流した時間に関
わらず常に一定である

4. 上昇温度は電流を流した時間に比
例する

問4 抵抗器に流れる電流の大きさと、その抵抗器の両端に加わる電圧の大きさとの間にはどのような関係があるか、適切に説明したものを選びなさ
い。 （2014年 三重県公立入試 類似）

1. 電流の大きさは電圧の大きさに比
例する

2. 電流の大きさは電圧の大きさに反
比例する

3. 電流の大きさは電圧の大きさに関
係なく常に一定である

4. 電流の大きさは電圧の大きさの2
乗に比例する

問5 回路に流れる電流の大きさを一定に保つ条件において、回路全体の合成抵抗の大きさと、その回路全体で消費される電力の関係について正しく
説明しているものはどれですか。 （2020年 石川県公立入試 類似）

1. 回路全体の電力消費量は、合成抵
抗の大きさに反比例する

2. 合成抵抗の大きさが変化しても、
回路全体の電力消費量は変化しない

3. 合成抵抗が小さいほど、回路全体
の電力消費量は小さくなる

4. 合成抵抗が大きいほど、回路全体
の電力消費量は小さくなる

問6 2個の発光ダイオードを、互いに向きが逆になるように並列につないだ回路を作成しました。この回路に、電流の向きが周期的に入れ替わる交流
の電源をつないで電圧をかけたとき、発光ダイオードはどのような様子で点灯しますか。 （2019年 大分県公立入試 類似）

1. 電流の向きに関わらず、どちらか
一方の発光ダイオードだけが点灯し
続ける

2. 2個の発光ダイオードが交互に点
滅する

3. 2個の発光ダイオードが同じタイ
ミングで点滅する

4. どちらの発光ダイオードも点滅せ
ず、点灯したままの状態になる

問7 水平面上に置かれたコイルの北側に方位磁針を配置し、電流を流したところ、方位磁針のN極が北を指しました。この状態から電流の向きを逆に
したときの方位磁針のN極が指す向きと、その理由の説明として最も適切なものはどれですか。 （2025年 熊本県公立入試 類似）

1. 西向き。電流の向きを逆にすると
、コイルの外側の磁界が消滅するた
め。

2. 東向き。電流の向きを逆にすると
、磁界の向きが時計回りに90度変化
するため。

3. 南向き。電流の向きを逆にすると
、発生する磁界の向きも逆になるた
め。

4. 北向き。方位磁針のN極は電流の
向きに関わらず常に一定の向きを指
すため。

問8 蓄電池を充電する際、充電器が消費した電力量よりも、実際に蓄電池に蓄えられたエネルギーの量が少なくなる理由として、最も適切なものは
どれか。 （2026年 静岡県公立入試 類似）

1. 充電時間が長くなると、電圧が低
下して電流が流れにくくなるため

2. 回路や蓄電池の内部抵抗により、
電気エネルギーの一部が熱エネルギ
ーに変わるため

3. 充電中、供給された電子の一部が
空気中に放電され、質量が減少する
ため

4. 電力量の一部が蓄電池内の磁力を
高めるために消費され、消失するた
め

問9 電熱線に加わる電圧と流れる電流の関係を調べる実験を行い、結果をグラフにまとめました。横軸を電圧（V）、縦軸を電流（A）としたところ
、原点を通る直線となり、電圧が6.0Vのときに0.3Aの電流が流れることが分かりました。この電熱線の電気抵抗は何Ωですか。 （2020年

島根県公立入試 類似）

1. 1.8Ω 2. 18Ω 3. 2.0Ω 4. 20Ω

問10 複雑に組み合わされた回路全体を1つの抵抗とみなしたときの抵抗値を合成抵抗と呼びます。50Ωの抵抗器Xと10Ωの抵抗器Yを直列につなぎ、
それらに対して20Ωの抵抗器Zを並列につないだ回路全体の合成抵抗の値として正しいものはどれですか。 （2025年 京都府公立入試 類似）

1. 15Ω 2. 60Ω 3. 80Ω 4. 20Ω

問11 電熱線から発生する熱を利用して水の温度上昇を調べる実験で、電熱線を取り替えることなく、単位時間あたりの発熱量を精密に変化させて温
度の上昇幅を制御したい場合、電源装置のどの部分を操作するのが最も適切ですか。 （2023年 富山県公立入試 類似）

1.
加熱する時間を秒単位で変化させる

2. 水の量を変えて熱容量を調整する 3. 電流計のマイナス端子をつなぎか
える

4.
出力される電圧の目盛りを調整する

問12 電熱線で100gの水を加熱する実験において、加熱開始時の水の温度は14.0度であり、5分後の温度は18.0度でした。水1gの温度を1度上げるの
に必要な熱量を4.2Jとしたとき、この5分間に水が得た熱量は何Jですか。 （2015年 福岡県公立入試 類似）

1. 420J 2. 400J 3. 7560J 4. 1680J

問13 電熱線に一定の電圧を加えて水を温める実験において、同じ電熱線を2本直列につないだ場合、電熱線1本のときと比較して、一定の温度まで上
昇させるのに必要な加熱時間はどのようになるか。その理由と結果の組み合わせとして正しいものを選択肢から選びなさい。 （2018年 愛媛県公立入試

類似）

1. 合成抵抗が1/2倍になり、回路全
体の消費電力が2倍になるため、加熱
時間は1/2倍になる。

2. 合成抵抗は変わらないが、電流が
分散して回路全体の消費電力が1/2倍
になるため、加熱時間は2倍になる。

3. 合成抵抗が2倍になり、回路全体
の消費電力が1/2倍になるため、加熱
時間は2倍になる。

4. 合成抵抗が2倍になり、回路全体
の消費電力が1/4倍になるため、加熱
時間は4倍になる。



いちごドリルプリント

答え合わせ・解説
問1 答え 4

30Wの電熱線。消費電力が大きいほど、一定
時間あたりの発熱量が大きくなるから。

実験において水の温度が上昇するのは、電熱線から水へ熱量が移動するためです。発熱量は消
費電力と時間の積に比例するため、加熱時間が同じであれば、消費電力の数値が最も大きい30
Wの電熱線が最も多くの熱を発生させ、水の温度を最も高く上げることになります。

問2 答え 2
同じ電圧で使用する設計の場合、ワット数の
小さい電球Aの方が抵抗が大きく、直列回路
では抵抗の大きい方に大きな電圧が加わって
消費電力が大きくなるため。

電球の抵抗値は、設計された電圧（定格電圧）が同じであれば、消費電力（定格電力）が小さ
いほど大きくなります。したがって、40Wの電球Aは100Wの電球Bよりも大きな抵抗を持ち
ます。これらを直列に接続すると、各部に流れる電流は等しくなりますが、電圧は抵抗の大き
さに比例して分配されます（V=IR）。その結果、抵抗の大きい電球Aに大きな電圧がかかり、
消費電力（P=VI）も電球Aの方が大きくなるため、電球Aの方が明るく点灯します。

問3 答え 4
上昇温度は電流を流した時間に比例する

電熱線から発生する熱量は「電力 × 時間」で表されるため、電力が一定であれば熱量は時間
に比例します。発生した熱量がすべて水の上昇に使われると仮定すると、水の上昇温度も加熱
した時間に比例して増加することになります。

問4 答え 1
電流の大きさは電圧の大きさに比例する

オームの法則により、抵抗器を流れる電流の強さは、その抵抗器に加わる電圧の大きさに正比
例します。電圧を2倍、3倍にすると、流れる電流も2倍、3倍になります。この関係は物理学
者のオームによって発見されました。

問5 答え 3
合成抵抗が小さいほど、回路全体の電力消費
量は小さくなる

電力は「電流の2乗 × 抵抗」で求められます。電流が一定であるという条件では、電力は抵抗
の値に比例するため、回路全体の合成抵抗が小さくなるほど、回路全体で消費される電力も小
さくなります。

問6 答え 2
2個の発光ダイオードが交互に点滅する

交流は電流の流れる向きが周期的に入れ替わる性質を持っています。一方、発光ダイオードに
は特定の方向にしか電流を流さないという性質があるため、向きを逆にして並列につなぐと、
電流の向きが切り替わるたびに光るダイオードが入れ替わります。その結果、2個の発光ダイ
オードは交互に点滅して観察されます。

問7 答え 3
南向き。電流の向きを逆にすると、発生する
磁界の向きも逆になるため。

電流によって作られる磁界の向きは、電流の向きによって決まります。電流の向きを逆にする
と、コイルの周りにできる磁界の向きもすべて反対になります。したがって、コイルの北側に
置かれた方位磁針のN極が指す向きも北向きから南向きへと変わります。

問8 答え 2
回路や蓄電池の内部抵抗により、電気エネル
ギーの一部が熱エネルギーに変わるため

電気回路に電流が流れる際、導線や装置の内部にある電気抵抗によってジュール熱が発生する
。供給された電力量の一部がこの熱として周囲に逃げてしまうため、充電効率は100%にはな
らず、蓄えられるエネルギーは供給量より少なくなる。

問9 答え 4
20Ω

オームの法則（電圧＝電流×電気抵抗）を利用して計算します。電気抵抗（Ω）を求めるには
、電圧（V）の値を電流（A）の値で割ります。この実験結果では、電圧が6.0Vで電流が0.3A
であるため、6.0 ÷ 0.3 を計算して20Ωとなります。0.3 ÷ 6.0
と計算して0.05Ωとするような、電流と電圧の逆算ミスに注意が必要です。

問1
0

答え 1
15Ω

直列部分である抵抗器X（50Ω）と抵抗器Y（10Ω）の合計は60Ωになります。この「60Ωの
区間」と「20Ωの抵抗器Z」が並列に接続されているため、並列回路の合成抵抗の公式（逆数
の和の逆数）を適用します。1/60 + 1/20 = 1/60 + 3/60 = 4/60 = 1/15となり、その逆
数である15Ωが全体の合成抵抗です。並列回路では、合成抵抗は各部分の抵抗値（20Ωや60Ω
）よりも必ず小さくなるという原理に合致しています。

問1
1

答え 4
出力される電圧の目盛りを調整する

電熱線の抵抗が一定であれば、電源装置の電圧を調整することで、回路に流れる電流の強さを
変化させることができます。電力（単位時間あたりのエネルギー）は電圧と電流の積で決まる
ため、電圧を操作することで発熱量を直接かつ精密に制御することが可能になります。これに
より、水の温度上昇幅を目的の値に合わせることができます。

問1
2

答え 4
1680J

水が得た熱量は「水の質量(g) × 上昇温度(度) ×
水1gを1度上げるのに必要な熱量(J)」の式で求められます。上昇温度は18.0度 - 14.0度 =
4.0度であるため、100g × 4.0度 × 4.2J を計算すると1680Jとなります。

問1
3

答え 3
合成抵抗が2倍になり、回路全体の消費電力
が1/2倍になるため、加熱時間は2倍になる。

直列回路では、電熱線の数が増えるほど合成抵抗が大きくなり、回路全体を流れる電流は小さ
くなります。電圧が一定のとき、消費電力は電流に比例するため、抵抗が2倍になって電流が1
/2倍になれば、消費電力も1/2倍になります。発生する熱量は「消費電力×時間」で表される
ため、同じ熱量（水温上昇）を得るには、消費電力が減った分だけ加熱時間を長くする必要が
あります。


